
第21回「議員と語ろかい」報告書 
 1班福島（№１） 

開催日 平成２８年１１月９日（水）  １８時３０分 ～ ２０時００分 

開催場所 福島地区コミュニティ供用施設 

団体名 福島地区 参加人員 
      ８３人 

（男５３人：女３０人） 

出席議員 常盤 信一、下深迫 孝二、德田 修和、池田 綱雄、木野田 誠 

役割分担 班 長（ 池田 綱雄 ）副班長（ 常盤 信一 ）記録係（ 德田 修和 ） 

◆は参加者の発言  ◇は議員の発言 

 

◆しらさぎ橋はいつ開通するのか。橋のつながる道路はどこまで拡幅して、いつ完成するのか。

道路は野村商店のところから東側へ延伸があるのか。あればどこまで延伸する予定なのか。 

◇橋は来年の３月末の完成予定で４月１日には開通予定である。工事費は３１億９７００万円か

かっている。道路は新川北線と言われる部分で橋の幅員１６ｍに合わせている。道路の工事は

３工区に分けて計画されており、都市計画道路であるので大きな道路から大きな道路をつなぐ

ことが原則であり、延伸は県道までの計画である。国分西小付近の桜並木の付近の整備は、新

川北線の進捗状況をみて行っていく計画である。議会だより４３号の特集で市内の道路整備計

画を掲載しているので参考にしていただきたい。 

 

◆市長をはじめ議員として今後の霧島市をどうしていきたいか、一人ずつ決意を聞かせてほし

い。 

◇参加議員が一人ずつ回答 

 

◆有下地区の公園整備計画はないのか。 

◇有下地区は小学生が１９３人おり毎年増加している。早急に公園が整備されるように取り組ん

でいきたい。 

 

◆舞鶴中からＡコープの方への道路整備計画があるが、計画はどうなっているのか。工事範囲内

に有下公民館があるが、移設等の計画があるのか。 

◇道路整備計画については、議会だより４３号を参考にしていただきたい。現在、福島地区は多

くの工事が進行している。移設等の計画もあり具体的に進んではいるが、予算の関係上、どこ

を何年度にとは申し上げられない。周りの状況を見ながら進められていくことになる。有下公

民館は狭いので改善を図ろうという意見も聞いている。自治会長をはじめ、まちづくり計画に

もあげてほしい。 



1班福島（№2） 

◆は参加者の発言  ◇は議員の発言 

 

◆福島地区の排水対策はどうなっているのか。新川北線の沿線に大きな排水路を設けていると

聞いたが、詳しく知りたい。 

◇自衛隊、霧島記念病院付近には１ｍ角の側溝があるが、長雨等で満杯になることが冠水の原

因になっている。新川北線の沿線に排水路をつけたのは、天降川に水をもっていくためであ

る。暗渠の埋設など進めており、少しずつ改善されてきている。あわせて有下地区付近につ

いては、水戸川にポンプをつけられないか、質問した経緯もあるが、予算的に困難であると

の回答であった。現在、市では水戸川に水が集中しないように上流での対策を図っている。

天降川小付近の排水対策もこの一環になっており、福島地区の排水を天降川へ流すことが大

事であると提言していきたい。 

 

◆敷根清掃センターの入口が危ない。大きなミラーの設置や木を切るなどの対応ができないか。 

◇市の担当課に報告する。 

 

◆狭い路地が多く、交通量も多くなってきて危ない。スピードを出させない対策等はできない

か。 

◇道路整備に対して、そういった問題も解決できるように今後も提言していきたい。 

 

◆福島の６軒住宅、８軒住宅と言われる市営住宅は、老朽化で取り壊されているが、今後の利

用計画はどうなっているか。 

◇地区の公園、避難所にできないか要望してきた経緯がある。６軒住宅の方は、周辺施設の駐

車場が足りないとの要望がでている。８軒住宅の方は、新川北線の整備で立ち退かなければ

ならなくなる方への代替え地として検討されているようである。 

 

◆道路整備計画を示してもらったが、住民説明会の計画はどうなっているのか。 

◇実施の目途が立ったら説明がされるはずなので、その時はご協力いただきたい。 

 

◆国分西小の桜並木の植樹などの整備はできないか。 

◇危険個所があるとのことで、老木を２０本ほど伐採している。小学校による幼木植樹や管理

をしたいとの要望もあるので、教育委員会にも提言しているところである。 

 

◆交通量が増えてきているので信号機設置など対応できないか。 

◇信号機は市が設置しているものではないので難しい。増やせばいいものでもないし、今行っ

ている道路整備によっても変化すると思う。地域でもどこに設置するのが適正か、話し合っ

て要望をあげてほしい。 

 


